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共同研究プロジェクト「鹿児島の地方創生に関する総合的研究」について
大久保　幸夫
地方は人口減少が地域経済の縮小を呼び，地域経済の縮小が人口減少を加速させる負のスパイラルに陥
りつつあると言われ，国と地方自治体は人口減少と地方経済の縮小に歯止めをかけるために動き出した。
そのような状況の中，本プロジェクトでは，総合テーマ「鹿児島の地方創生に関する総合的研究」の下に
2つのサブテーマを設け，人口減少問題等の課題の把握と地方創生に向けた提案に向けてそれぞれ3名の研
究者がプロジェクトとして共同で取り組むことになった。
国や地方自治体は人口減少についてかなり詳しい調査と予測を行っている。また，鹿児島経済研究所や
日本政策投資銀行南九州支店などの民間機関も人口減少・高齢化について詳しい調査研究を行っている。
サブテーマ A「高齢化・人口減少が地域にもたらす諸課題の解決（経済・福祉面を中心に）」では，この
ような先行研究・調査を踏まえ，いくつかの地域に絞って現場に赴き自治体や住民への聴き取り調査等に
より地域の実態を把握，高齢化・人口減少に関する課題を抽出。それらを基に仮説を立て，アンケート・
ヒアリング調査を実施し，定量・定性分析等を行う。さらに，地域の課題解決のための提案を行う。
一方，国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」には，「観光地域づくり，地域の歴史・町並み・文化・
芸術・スポーツ等による地域活性化」と「妊娠・出産・子育ての各段階に対応した総合的な少子化対策の
推進」が謳われている。また，第五次鹿児島市総合計画には「自然・歴史・文化・食など本市が有する多
彩な魅力により，地域特性を生かした観光・交流を推進する」，「市民や観光客にとって魅力のある中心市
街地活性化に取り組むことなどにより，交流人口の増加による賑わいと活力を創出する」とある。つまり，
地域の資源を活かし，魅力的なまちを創り，交流人口・定住人口を増やすことが，地方創生の一つの目標
になっている。実際，外国人観光客の増加は鹿児島でも実感されるようになり世界遺産登録や各種イベン
トの影響もあり日本人観光客も増加している。このような状況にあって，鹿児島市の「魅力」や「地域資
源」の分析を行い，実態を定量的・定性的に把握することは地域創生の戦略・戦術を立てる上で極めて有
効である。本プロジェクトのサブテーマ B では，まず地域資源の実態調査を通して鹿児島市の魅力と課
題について考察する。例えば，中小企業の後継者不足や鹿児島市の子育て環境が問題になっているが，そ
の実態はどうなのか，アンケートやヒアリング調査によって明らかにする。その上で，後継者不足問題の
解決策や子育て支援策を提案する。各研究者の研究テーマは次の通りである。
●サブテーマ A：
・菊地裕幸　「阿久根市産業における後継者問題を中心として」
・太田秀春　「歴史的景観の保存と地域」
・増田和高　「島嶼地域における医療・福祉ニーズと地域独自の取り組みがもたらす影響」
●サブテーマ B：
・大久保幸夫　「鹿児島市副都心谷山・慈眼寺商店街の活性化」
・中村ますみ　「子育て支援事業における音楽活動の活用」
・福井昭吾　　「鹿児島の若年層の人口減少に影響を及ぼす要因に関する計量的手法による分析」
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地域総合研究　第44巻　第 2号（2017年）
本プロジェクトは，2016年度から2年かけて行う。今年度はその中間報告である。来年度中に研究をま
とめ，年度末には報告会を実施する。また，本誌第45巻第2号にプロジェクトの成果を発表する予定であ
る。期待に応えられるように今後も研究に邁進したい。
